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す
こ
や
か
脳
を
守
る
講
演
会
開
く

わ
が
国
の
死
亡
原
因
第
三
位
の
脳
卒

中
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
毎

年
開
か
れ
て
い
る
「
す
こ
や
か
脳
を
守

る
講
演
会
」
が
角
田
市
と
の
共
催
で
開

か
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

三
月
三
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
角

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
原
因
で
、
心
筋

梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
を
起
こ
す
危
険
が

高
く
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
。
食

事
療
法
で
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が

重
要
だ
が
、
運
動
療
法
を
併
せ
て
行
う

と
血
糖
値
を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
が
改
善
し
、効
果
が
さ
ら
に
上
が
る
。

専
門
家
は
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
軽

い
有
酸
素
運
動
を
週

三
日
以
上
、
続
け
て

欲
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

食
事
、
運
動
療
法
の
効
果
が
高
い
こ

と
は
、
糖
尿
病
の
予
備
軍
を
対
象
に
し

た
米
国
で
の
大
規
模
研
究
で
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
薬
物
療
法
を
受
け
た

グ
ル
ー
プ
は
糖
尿
病
の
発
症
率
を
三
一

㌫
抑
制
し
た
の
に
対
し
、
食
事
制
限
と

運
動
で
生
活
習
慣
を
改
善
し
た
グ
ル
ー

田
市
西
根
自
治
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
講

演
会
で
は
、
広
南
病
院
診
療
部
長
の
大

沼
歩
先
生
が
「
脳
血
管
障
害
と
認
知
症

と
の
関
連
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し

ま
し
た
。

宮
城
県
対
脳
卒
中
協
会
で
は
公
益
事

業
の
一
環
と
し
て
、
市
町
村
、
事
業
所

な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
、
脳
卒
中
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
で
は
五
八
㌫
も
抑
制
で
き
た
と
い
う
。

食
事
を
減
ら
せ
れ
ば
減
量
効
果
が
あ

る
と
い
う
の
は
分
か
り
や
す
い
。
だ
が

運
動
に
関
し
て
は
正
し
い
知
識
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
患
者
は
内

臓
脂
肪
か
ら
分
泌
さ
れ
る
物
質
が
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
を
妨
げ
る
。「
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
」
と
い
う

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
改
善
す
る
の

が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
散
歩
、
ラ
ジ
オ
体
操
、

自
転
車
、
水
泳
な
ど
の
軽
い
有
酸
素
運

動
。
有
酸
素
運
動
を
続
け
る
と
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
が
改
善
し
、
糖
尿
病
や
高

脂
血
症
な
ど
の
リ
ス
ク
が
下
が
る
。
週

に
一
回
程
度
の
運
動
で
は
あ
ま
り
効
果

が
な
く
、
週
に
三
―
五
日
は
行
う
こ
と

が
必
要
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
は
じ
め
健
康
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
普
及
と
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
の
「
す
こ
や
か
脳

を
守
る
講
演
会
」
の
申
し
込
み
は
当
協

会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
２
）２
４
７
―
９
７

４
９
。

テ
ー
マ
別
介
護
講
座
で
講
演

仙
台
市
民
を
対
象
に
「
テ
ー
マ
別
介

護
講
座
」
が
三
月
二
日
、
仙
台
市
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

（
財
）仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団
と
当
協

会
と
の
共
催
で
す
。

講
演
会
で
は
、
広
南
病
院
東
北
療
護

セ
ン
タ
ー
長
の
長
嶺
義
秀
先
生
が
「
脳

卒
中
の
予
防
と
対
応
―
と
く
に
脳
梗
塞

と
ク
モ
膜
下
出
血
へ
の
対
応
―
」
と
題

し
て
講
演
し
ま
し
た
。

大
崎
で
県
北
救
急
医
療
研
究
会

第
十
五
回
宮
城
県
県
北
救
急
医
療
研

究
会
が
二
月
二
十
六
日
、
大
崎
市
の
芙

蓉
閣
で
開
か
れ
、
当
協
会
が
後
援
を
し

ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
日
本
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
協
会

理
事
東
京
大
学
救
急
医
学
講
師
の
田
中

行
夫
先
生
が
「
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
小
児
高
度

救
命
装
置
）
コ
ー
ス
の
理
論
と
実
際
｣

と
題
し
て
特
別
講
演
し
ま
し
た
。

富
谷
町
で
講
演
会
開
く

富
谷
町
健
康
推
進
員
を
対
象
と
す
る

講
演
会
が
二
月
二
十
三
日
、
富
谷
町
役

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
富
谷
町
と
当
協

会
と
の
共
催
で
す
。

講
演
会
で
は
、
広
南
病
院
東
北
療
護

セ
ン
タ
ー
長
の
長
嶺
義
秀
先
生
が
「
い

ろ
い
ろ
い
な
脳
卒
中
に
つ
い
て
―
脳
卒

中
の
一
次
予
防
と
二
次
予
防
―
」
と
題

し
て
講
演
し
ま
し
た
。

脳
卒
中
治
療
研
究
会
開
催

宮
城
県
対
脳
卒
中
協
会
主
催
の
一
六

六
回
宮
城
県
脳
卒
中
治
療
研
究
会
は
一

月
二
十
一
日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
江
陽

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
東
北
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
肢
体
不
自
由

学
分
野
講
師
の
近
藤
健
男
先
生
が
「
宮

城
県
脳
卒
中
地
域
医
療
連
携
の
現
状
と

問
題
点
」、熊
本
市
立
熊
本
市
民
病
院
神

経
内
科
部
長
の
橋
本
洋
一
郎
先
生
が

「
脳
卒
中
地
域
連
携
パ
ス
―
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
性
―
」
と
題
し
て

そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

　
　
有
酸
素
運
動
が
効
果

　
　
　
　
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
改
善


